
第2回ワークシヨップ「市役所や議会に望むこと″あなたならどうしますか」Bグルニプ発表

市長・職員のイメージ 議会のイメージ 市民にできること

市長
親しみがある ・体8H良くない 。病院問題で苦労している
市■it活 力に欠ける 市長は消極的に感じる

・n摯の曖万に壁つてい0のほへ7ランと思つか眠つてい0ひとがい0ので
座り方を考えたほうがよい
・饉員の質問は本人が作つているのか?市の職員が作つているのではないか。
機会報告を見ると市民立場で考えていない

・躍会で発●は用紙を見てただよみあげている、無気カ
・もう少し自分の意思で発言いない、やる気を感じない
・議会 なのをやつているのかわからない
・饉員の発書は記燎用紙を見て無気力に発

=し
ていた

。政党や会派にし!`られる,(自 分の議席にも)

・機会への出席数や意見の数などでクピも視野に入れるべき
・市民の意見を聴いて一生懸命勉強してくれた議員がいる
・町内活動に一生懸命の議員もいる
。議会は小樽市の学力低下を考えているのか
議会人数が多いのでは

・議会臓員数が多い
。人口が減少しているのに議員定数はこれてよいのか
・■■の数が多すぎるように感じる
。町会から推薦されている人は市のことを考えていない
。市議会議員としての責任をはたしていない

・力 の口 曇 0当 選 iが奎 ,でし、ない

く地重力を高めるお勁をする(人材着用)>
.時間の許す限リポランティア活動に,加してはしい
.人材の活用(籠 力を持つた人はたくさんいる)

.索人のこ台(おばちゃんの知恵)

・子青てに年配者の活用をする。
・防犯意籠を地域ぐるみで持てるようにする
・近隣で支えあつて生きがいを持つて元気ていきいきしてる町づくり
・子供は地域で育てるという啓発をすすめる。
.老人宅の除●を地域で協力して行う。
.仲間作りの活動を通じて元気な高齢者として生きる
行政を頼らず住民が協力してできることを探る。
若い世代に籍極的に社会む加″勧める_

暉員
.積極性が足りない印象をうける あいきつII意でない 。対応がよく感じが良い
市臓員のモチベーシヨンにむらがある .小構市職員らしい1鳳装であつてほしい
型にはまった仕事はするが劇造性は欠けるのでは

,市長と同じく臓員ことなかれ主● ・市職員は本当に小樽市を考えているのか
。市ll■の中でバス等公共の乗り物で済む用事を、大きな公用車をつかつていた
それも菫転手つきて
,市民がまちづくりをしている中で、市長.職員が見えない ・市織員は対応が不親切
・さい臓員が若い人の行動をおさえているのでは? ・市職員、高齢化している
籠力者が認めれていないように感じる・小樽市の職員は小樽市に住んではしい
.やる気のある人、ない人が混在 ・市民と共に行動し汗を流すべき
.財政が苦しいので手当等は■剣に検討してはしい
薫 齢 4ヒ 1´てい る

小 薔 市 の 晨 菫 フ をお か したマル シエ的 なこと

地域産品を地域で消費する工夫

市長・職員の役割 議会の役割 市民にできることについての要望

く諄{山刷晨>
.若い臓員が認められる仕組みづくり(評価|1鷹 )を 。 臓員の提案アイデア景用制度
・やる気のある職員を認める制度づくり(評価制度)・ やる気のある市長に交代する

磁員の数を滅らし、個人の籠力を弓|を出し評価じやすくする。
.腱 ■lDェキス′く―卜′吉てる

くほ摯のあり万>
用紙の朗躊はやめ、自分の言葉で発

=す
べし

。議会は自分の意見て望むというより覚派て考えずに賛成、反対をしている
・出前市腱会をやってはどうか .ll会 はスェーデンの勝金のようにしてtt,

.“l内
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、民玉雪員かまらつくりに必曇なJ,磯
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「

0な り元還
地城を見学する。
・規制を改革した新しい考え
・町のため、市民のためになることは応援しようと相談に乗ってほしい
・成年後魔人センターの0面的なパ ッヽクアリヽブ

'171箋
lいく市 民 日薇 >

。選挙対策ではなく市民の政治をやつてもらいたい
・市民の意見をたくさんきくべきた。 ・小構市全体の活性化策を立案してはしい
・もっと市民の活動を知るべき、市民の中ヘ
・無気力な姿勢では麟費が無駄だ、もう少し積極的に市民生活を
表えて は 1´い

く産栞の活性化>
・税金を使うのではなくお金を作り出すことが大事
・産 拿 の 嬌
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=摯
行 して |を しい

てヽほしい

く薔齢看メリ策>
.高齢者対策を最重要課題にしてはしい

フエリーがこのままでは苫小牧に逃げてしまう可能性あり晏注意
・市長は活力のある人材と交代すべき
。防災対策を急いで行うべき
・組織の積のつながりを再考     _____
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